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爲
E

き
唯
士.
の

嚣

は

勞

働
■

の
.期
f
:

避
度
、
即
ち
一
，
時
及
び
永
久
不
能
、
全
部
及
び
一
部
不
能
に
缃
す

.̂
c
v 

-  
;

...

: 

' 

.

:

‘

永

久

：不
能
の
場
合
に
於
て

.

ば
、
：：若a

全
部
不
能
な
ら
ば
ク
被
倮
險
者
は
：所
得
は
等
し
き
；帮
杂
を
受
領
ず
ベ
，

女

^
 

若

し一
:

部
.

不
能
な
：
ば
所
得

0

減
少
ぬ
等
じ
；き
年
，金
；を

.

受

ベ
.

き
も

の' 

で
；あ
るo

'■
:

丨
：

一
時
不
能
の
場
合
に
，於
ては
、
巷
し
全
部
不
能
な
ら.
ば
：被

保

險

者

は

，所

得

に

"
等
し
き
毎
：日
、
侮
週

'.
#
.
又H

每
弓
の 

給
^

を
受
領
す.
ベ
ぐ
、

一
部
不
能
な
ら
ま
所
得0:
»

少
ほ
讀
じ
き
給#

を
受
嫩
す̂

が
レ
の
で
あ
る
？ 

•

-

法
#
:

に
ょ
り
て
定
め
'
作
る
特
定
年
齡
：：に
於
て
發
生
す
る
S

推

定

货

る

老

場

合

に

.於
て
は

，

被
保

險

者

は

®

^

 

の
：發
生
せ
る
：時
又
は
發
生
すW

以
齓
办
數
：年
間
七

於
け
る
年
收
に

* ;

廳
ず
る
# :

金.

を

受
領
す
べ

き

で

あ

ち

，”
：

'
死B

の.
場
合
に
於
て
は
、
鰥
崇
禁
婦
孤
嚴
文 

.

.
?
P
/
^
4
V
の
匕
す
，れ
ば
：被
扶
聲
替
に
難
す
ベ

か
： .c
v
b
.

所
得
^
}
1.

部
(3

等
し
か
る
べ
：ぎ
も
の
で
あ
るo 

；

第
一$

1

■

笮

審

保

險

0 ;

猞
#
!
2

;就

弋

■ 

紙
§

‘

芄#
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甲

I.

卷

(

七
ゼ®

f

 
f

 

欺
I

證
 

經_

的
損
失
は

|

挪
^

な
給
# -

制
傲

«

純_

/ 2

ふ_

嫌
§

翁
_

1:
1

あ
^

1 ;
:

:

未
だ
：何
攸
の.

顆
の
法
制
に
も
採
H

せ

ら
れ
て
i

い
。
第
；
に

次

藍

曲

繁

實

狞

；
观
餾
で
あ
，る

墓

べ

裏

嘗

即

ぢ

莫

费

用

ゼ
.

必
據
ど
す

な_

め
、
又
靡
病
、
不
具
廢
疾
の
.
勘
#
^
#
藤
§
與_

€)
:
.

%
^
節
^
<©.
る
濫
§
#
»'
徽
^

る
こ
：̂

を
避
け
得
ら
れ
な 

い
：爲
‘め
で
あ
る
。
經
濟
的
損
朱̂

I..
i
ず
‘
給
#
を
受
領
す_

審
ば
，
節
■
於
f

 

又
ば
^
|
ゼ
風
出
す
と
也 

ば
利
®
痛
痒
を
感
じ
な
い
食
あ̂-
^
 

■む
藤
#_

從_

史
を
ん
部
續
ぎ
念：■
に
生
活
ず
る
も
、
：
睃
力
糊
口
に
は
差
.

異
か
-̂

い.
か
ら
1?
.̂

る
'0
:
 

,... 

' 

.- 

• 

S

.

..>_ 
-' 

.
:•.
'!'
'
 

、
.
.
■
ハ

. 

.
':

:
‘
最
後
ば
此
僩
度
に
對(:..
::て
S

:T

勞
働
に.
よ
り
で得

..

ら
る
、、
以
外
の
所
得
の#

す
る
こ
ヾ」

を
考
處
せ
ざ
る
が
爲
め
、 

之

奪

妙

聚

ふ

せ

ざ

る

者

：
に

も

補

助

を

與

ふ

：る

.が

爲

め

;?
且
0

勞
^

加
せ
し
む
る
爲
に
、
眞
に
其
本
質
が
社
會
的
で
な
い
ミ
い
ふ
非
難
が
加
へ
ら
れ
た

o'

一
！
、
.
.
事
故
の
經
濟
的
結
果
の
：

1
:

部
^

等
じ
き
給
付
；

」

-

'

H'
i

'...

- '
V
M 

へ

ハ

”

：か

(

' 

V
.
,
:.
;-
!■
<
;
:■

:
:'

'
 

.

, 

此
制
度
の'原
則
，も.

®

初
の
：制
度
，に
於
け
る

V
J

同

I
で
あ
：る
。
保
險
の
提
供
す
る
铪
付
は
，
被
保
險
苕
及
び
其
家
族 

の
生
活
標
準
を
_

す
ふ
 >  ；

ぜ
を
助
で
ベ
ぎ
毛
の1 r

あ..
る％
 

t

用
祭
輕
滅
じ
且3

不
，能.

及
び
壬.
意
0
 

失
業
を
獎»

ず
る
.こ
士
を
避
 

な
爲
に
、W

失
^

二
：
.

部.

^

被
保
險
者
の
負
擔̂
^

本
な
ぐ̂

は
な
ら
办o 
.
，

「

.

.
ク
.”
 々

"
‘
»
初
の
制
度
に
於
け
る
が
如
く

 
>_

給
#

S

點
i

f

見

れ

ば
,̂

勞
働
不
能
：の
事
故
唯
一
あ
る
の
み
で
、
給
付
は
不
能 

か
永̂

<

ゆ

1

胳
、
齊
部
又̂
4

部
/ 2
'
る
に
從
结
で
，
年
金
又
ほ
«

时
,>

每
週
31
は
侮
月
：の
間
隔
を
殽
ゃ
補
給
の
，_

 

德
於
で
賴
つ
，輕
微
な
右
收
太
の
減.
少

：

一
：
致

せ

し

む

麥

1

が
出
來
も
。て〜

■'
.

:

,

'

し

0
卜
：:•
し,
":,>
:•
•.
り
；.

M
. 

於

付
@'

':1.
致
ず
/へ
春

掼

失

：
ゅ

 

る
こ
ど
は
出
來
な
い
。
夫
は
保
險
の
目
的
：に
利
咁
し
导
る

W

源

に

.
ょ

-

^
、

又

濫

用

を

睡

ぐ

翁

に

雄

€

險

者

に

-負

擔

せ

し

む

べ

き

掼

失

の

1

額

に

關

す

る

實

際

上

の

考

虑

に

：ょ

シ
 

て
決
定
し
得
る

0
'

ぃ
み
で
知
厶

9

; .
:

: :
4

V -
;

‘

.

、

.

.

 

'

:

;

’
：

！. 

- 

-
, :-「

'
-

，庇
.

給
付
の

*

«

は_

故
の
發
生.

に
因
つ
て
惹
起
が
れ
た
る.

损
失
が
期
啩
及
び
强_

#

考
慮

’

を
の
み
出
非
ヤ

‘
、.
.|1 

に
主
ミ
し
て
被

.

修
險
者
及.

び
兹
豕
族
の
所
耍
を
ぢ
考
歡
⑴
で
决
龄
也
ら
れ
る
。

:

皰
，に

述

ベ

代

な

諸

制

度

に

於

げ

る

に

P
唯

一

ば

斯
業
務
f

る.
勞
働
藍
办
事
故
あ
る
の
み
で
叙
る
。
"
，故,

®

像
■

光

靡

病

，

へ

不

其

齋

瘐

又

&

失
鮮i

i

對
す
■る
各 

種
0

椒
#

標
*;
ト

，,

ぢ

」

ど

は
必
數
で
な

.い

:a;
;
”
：： 

.

.

.

へ
.

：

：

.

！

.
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r
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J
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J

此
，制
度
の
厳
犬
な
务
長
所
.は
比
較
的
低
廉
な
る
こ.V

J、

從
つ
て
被
保
險
赉
、
傭
主(

賃
銀
勞
働
米
の
爲
め/

 

乂
は 

國
家.
の
'財
政
的
儀
牲
，
_

« -
办,

周
限.
せ.
、ら
队
て
ゐ.
る
こ
ど
，で
あ
る
0ぃ
燦
2>
隹
^;
膝
制
!2
',
に
は
11
观
な
：又'對
ィ_
あ
,̂

。. 

.
:

第.
•—
*.に
，被

保

險

者

及

び

其

家

族

.
の
維
持
に
必
耍
な
る
：最
低
所
#
の
何
た
る
か
を
決
定
す
る
こ
ど
が
極
め
て
闽
雖
で 

あ
，る
。
何.

な̂
れ
ぼ
經
濟
魄
欲.
於
'の.
卿
愈
が
變
■
切

'̂_

念
で
め
る
像
^
か
Iる
^

^
に

於

て

翁

乘

は

敗

•
で

な

-
い
ル 

年
®
、-
社
龠
的
地
位
m
所
#
:>
[
き

_

-

個

火
0 '
'_
_
:
ょ
'
て
不
向
で
ぉ
る
=.
生
活
*
胳
亂
度
：

§
#

1

繁
を
決
矩 

す
る
事
は
、.
極
實
な
ー
る
被

.
保

馨

を_

姐.
ザ
じ
む
な
も
，
同
时
に
惠
ぼ.
ょ
つ
て_

活
^
#
§
彼
1-
す
^ ;
«

保
_
者
に 

は
苦
痛
を
惹
起
ず
。
被
傲
險
者
の
各
種
の
等
級
の
經
濟
的
地
位
に
：適
す
る
ょ
ぅ
生
活
最
低
：限
.度
を
相
興
せ
し
め
て
セ 

刺
度
が.
改
善
す
'る.
.J  W

.

が
出
來
る
o.
然
じ
乍
务
生.
活
最
#
靈

ぽ

各
*
§
等_

砮
饑
だ
：る
&
也_

淨
常
に
：獅
斷
0
方 

法
を
'以P

行
は
れ
且
0:
經
替
猶
用
@
增
琐
管
困_

翁
增
：加
‘せ
以
#
る_

あ
ら
ぅ
。
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會
保
瞼
め
#
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雜
六
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;

黎
保
險
;o

簿

:(
;
就
孓 

i

l
 

c
>
: 

學

鑫

保

馨

篼

被

扶

赛

者

语.«
源
め
全
鄭
，
：*

中

に

ぼ

勢

働

：ょ

ヵ

生

中

る

：に

非

ざ

る

所

得
 

者
虜
亡
入
れ
々
こ
ど
が
巍M

で,
Q
る
だ
ら
ヶ
ャ
睛
は
て
產
爲
に
は
急
.
ゆ
，簿
_

渥

濟

的

地

產

入
f

，

攀

-夺 

T
r
 

を
M

 

必.

要
で
あ
るo

 

.

'

;

.

.

.

v

-1,

:

,,_
 

\
:  

,
'■へ

:' 

丨 

\
 

:〜

最
後
'̂

當
蔽
個
人.
に
ょ
I

顧
る®

な
，る
こ
在
あ.
る)

f

經
^
2
« :
失
0
_

に
錄
$
1 ;
ヤ
0
給
傭
を
^
ぐ
'な

V j 
5

、
極
め」

T
少
額
#
^
付
名
與
上
る
|
み
な
る
變
制
度_

値

奮

出

さ
f

觳

を

囊

す

る

蒙

®

 i  

反
凿—

&
す

上

.
此
沏
&
は
無
#
^
年
免
に
■
馨

鬆

« ,
合
ゆ
外
何
作
は
於
^ ;-
も
殆
ん
が
採
^
3
得
领
デ
1«
;

度

节

.め

..る 
o
ノ
' 

> 

. 

.
'ぐ
-
ぺ'

.:
'
ノ

-.

キ
.
'
'ゾ
.
-
'
..'
-

;

. 

• 

. 

、
、，'
 

‘
 

:■.
.
.

 

- 

■
' 

.

-
:
.
.
.
し

故

■

動

線

彩

の

强

羝及
：

I

f

者
又
は
被
保
險
者
の
爲
に

&

击
|

|

_

|

£

關
|

 

す
る
支
拂
量
額
に
比
例
す

'

る
：̂

•

「

>

'.

て

,

’

•',

:

; :
m

.!
:
.
;\-

、 

’

此
槨
度
は
個
人
敗
坶
蓄
反

.

び"

私
聲
保
險
の
戚
想
に
基
く
も
の
で
あ
つ
て
、
事
故
の
經
濟
的
結
果
が
强
大
で
あ
る
に 

從
ひ
、
蚤

險

料

率

に

於

て

か

，又

.

は
、露

加.

入.

者

：
ど
：
し

て

の

年

限

の

-
長

鬆

表

で

蒸

-

^
■

黑

：：，
■

“

惠

：
 

の
多
大
な
る
に
從
ひ
，
多
額

S

t

 

例

霸
iH

蒙

廳

出

が

被

保

險

苕

の

收

4

又
は
所
得
に
連
ぐ
時
の
給
付
の

*

額
，ど
の.

間
に
存
す
る
の
み

.

で

あ

る

_
。

 

“

の-

主
な
る
短
所
は
年
少
被
保
險
者
及

.

び
人
生
の
後
期
に
被
保
險
者

.

S

蒸

に

於

S

I

:

.

不_

疾
1

|

康

故

ぞ
>

 

霞

讓

等

分

に

擔

保

：せ
f

こ
ど
に
在
る

P

彼
等

は
保
險
の
加
入'

期
間
短
少
な
る

S

に
極
め
て
僅
少

g

給
付
を
受
領
し'

 

或
場
合
に
は
取
る
に
？

§

値
の
給
付

'

邱

制

度

は

主ビ

し
て.
不

具

癒

姨.

老
装
、
ぺ
.死£:
保

險

は

採

用

：せ
名
れ
.

る
？
«

嚴
格
|

.

す
4

點

は

給#

*

|

?> 

規

定
#

よ
か
て#

和.
せ
ら
れ
：る
。
：
此

親

定

は

國

家

0

一
財
政I

助

次

樣

多

猶

文«

多

數
0
 

者
に
よ̂

V

供

給

せ

ら

れ

た

る

基

金

の
.

流
用
に
，よ.CV

て

可

能

；で
あ
る 

• 

s

>

i i

國

珠

に

於

け

る

給

付,'.

-

 

ヤ
、)

業

務

傷

窖

及

び

職

業

疾

情

騰

す

；
給

付

：

.

.

v

 

V

 

i
l 

，
業

務

傷

害

及
.

び

職

業

疾

病

す

名

賠

償

に

關

す

々

法

律

は

''

其̂

#

傭

主̂

賠
«

支
#

の
貴
壬
に̂

^

る
|«

險 

る
ち
杏
芩
を
_

は
#

>

減

根_

^

於

そ

業

務

事

故

：翁

則

ど

稱
f

邊
#

殊

の
M

MI
J

に
基
ぐ
も
の
一
な
る
I

に
、
 

»

會.
保

險

法

规

の

獨

立*

る
-

部

門
.̂

形

成̂

て
ゐ-
る
：0
ぃ
へ::
'

ノ

ン̂
^
^
 ̂

.

、
業

務

事

故

办

厭

則
cf
c

'

り
出
發
す
る
立
.法
の
效
果
は

 

>

 '  

俯
主̂

對
以
て«

主
自
身
又
は.

代
理
人
の
過
失
に

»

な
傷
害：. 

0

み
な
ら,

勢
.

者
の
故
意
に#

ざ
る.

怠
慢
に.

基
ぐ
傷
害
、
：
業
務
ど
關

.

聯
じ
又
ば_

猶

ぜ
:r

る
：偶
然
の
»
故
彳
又 

は
原
因‘

の
一
ィ
詳
な
る

.

^

故
に
基
ぐ
傷‘

害
{1
:

就

H
*

任
を
；負
は
し
む
る
。

.

侧
主
は
隹&

0

^ :

失
( 3

因
^
ざ
る
傷
輋
の
場 

合
ほ#

て
傭
主
の'

爲
に
：設
け
ら
れ
た
る

.

普
通
法
の
倮
雜|

棄
じ.

、
他
方
'に
ー
於
で
勞
働
者
福
傭
主
の

*,

に
»
す
べ
き 

立.

證
ぜ
ら
れ
る
傷* '

ゆ
場
合
に
：賠
償
せ

6

象

荃

損

害

樹0:,

^

#

さ
^

'

怠
慢
*

業
務
:̂

關
聯
&

又
は
：關.
聯
せ
ざ
‘
る
偶.
然
の
寝
故
、'
又
ば
原
因
0

艰
詳
な
名
靡
放.
に»
<

傷
*

の
«
谷 

に
於
て
賠
儼§

刺
益
：
.
を

得

る
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故
^
業
務
事
故
の
原
則
は
賠
償
の
一
定
標
準
を
樹
立
せ
し
む
る
に
至
る
。
斯
く
し
て
業
務
傷
害
及

-
び
蕺
業
疾
闻'ri 

關
f

法
銳
は
：、
被

保

險

者

囊

、
_

扶
養
者
0

蒙
§

讓

的

損

：蕾

對
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麗
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く
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際
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制
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於
孓
槳
琢
事
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原
則
ぱ
雄
實
上
賠
償
め
檩
^

^

定
1 :

卷
篇
に.
完
^

^

用
ぜ.

ら

，
，
：
>
:
.
る

に

ネ

至 

つ
で
な
な
い
。
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第.一

に
賠
#
«

傷
害
^

幽
つ
て
眞
實
惹
起
さ
れ
た
る
損
失
：を
基
準
ど
し
て
ゐ

.
な
い
0

永
久
全
部
不
能
のI
場
合
に
於 

で
は
®

失.

®

若
し
傷
番
ぞ
蒙6

ざ
-c

v
^

:

な
-A

ば
恐
;&

心_

業.
務
：ょ
々
收
得
す
へ
べ
^
K
v

し
被«

勞
猶
者'
の
費
銀
總«
 

に
等
し
し
傻
昝
が
致
命
的

^

果
'̂

な.
方
し
場
合
に
於
窗
背
損
失
は
前
述
0

總
«
,

>]
:

を

：̂
3

の
生
活
め
爲̂.

要
す
..る 

支
出
額
の
總
辙
を
機
除
せ
，る
も
の

d

b

 
o

、

『

，
部
不
能0

場
合̂

於.
て
は«

失«

若
し
傷
番.
を
蒙
4

ざ
^

じ
な
も. 

S

收
得
す
ベか
5
 

勞
働
者®

貸
，銀
總
額
ぜ
木
熊

S

期
：間
實
際
收
得
せ^る
賃
銀
總
額
ビ
の
寒
額
に
罾

じ

い
-.
p

故 

に
損
失
の
評
價'奶
當.
該.
勞
働
者‘の
未
來
の
勞
働
注
活
，の
，豫
測
に
依

^

0,
*

故
(1

正
確
で
あ
ヶ
得
な̂
マ
勞
勸
者
の
未
. 

來
0!

■

入
§

總

卿

啟

年

饊.

«

業
’

按
倆
、
就
業©

親
則
芷
：

-

^

が
否
：が
す
賃
銀
率
の
變
動
'
に
依
|

〈

勿
論
統
：計
.上 

各
部
齡1
卜
於
超
各
取
常
勞
働
%

賴
§:.

正
'̂

疾
病
數#

:

槪
+
定
す
る
，

J

ミ
は
出
來
る
が
.
、
賃
龈
率
及
び
生
活
没
” i

於
け
る 

變
動
フ
又
は':1

般
的
ヌ«

部.
分
的
產
業
恐
，麗"
^
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.

は

勢

慟

淨

議

に

，

る

蒙

#

^

^
»

测

す

^

-

^

が

出

維
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い
。
求
难
の
賃
銀
铋
豫
測
む
得
穸
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が
故
ほ
、
缉
が
計

*

僻
聲
1 :

剃

用
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#

る̂

^
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材
料
个.
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|
]
ち

馨

當

時

次
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は
其
以
前
0 .
一
 

定
柳
間'
に
：於
：け7
る
被
害
勞
働
著
の
收
入
を
基
礎
ざ
せ
ざ
る
を
得
な
い
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之
は
總

.
て

の

法

規

の

^

哨

ホ

る
處
で
あ
る
。
斯
く
未
來
ば
M

t

に
®

似
^

る
：さ#

:

ベ.

も
れ
、
其
結
果

V

し
て
損
失
は
不
完
全
に
評
價
せ
ら
る
、
の

:
み

.̂

あ
'る
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第
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に
被
寄
當
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に
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け
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i

^
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賠

償
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計
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に
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於

：い
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て

其

實

條

の

嗔

値

を

驾

め

备

れ
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に
於
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賃
f
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^
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1
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又
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時
金
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形
鶴
に
於
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鬼
給
せ

ら

る

\

を.

問
は
ず
賠
償M

0

は
%

被
害
勞
働者
の
.

年 

齡
、

働̂

M

( ;,

關

係

な

決

：定
ぜ
.

ら
れ
る
：。
其
結
果
現
實
は
纖
れ
：ふ

.
細
濟
的
攛
興̂

支
給
せ
鳄
るV

賠
«

ゼ
、の 

間
办
鍪
異̂

.-,

i t
T K
u
c

d
:

る
Q

、永

姿
^

不
能
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場
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：於̂

蓮

^

形
態
：に
於
て
：支
給
が
行
は
：れ
る
峙
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年
金
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*
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賃
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.
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。
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於
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^
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又
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時
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の
場
合
に
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時
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害
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應
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扶
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者
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^

給
#

ら
■

没
：賠
償
©

^

i

總
»

量_
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先
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死
^

考
の
賃
銀
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塞
準.
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す
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賠
償
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*

本
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の
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當
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年
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爾

糖
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時

義

：
の

何

れ

か
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不
じ
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_

ャ
«

本
賃
«

ぞ
年
金
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は1
)

$

0

形
態
の
何
れ
が
：ほ
於
て
支
給猶

ら

る
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賠
償
の
最
額
贫
の
關
係
は
國
は
ょ老

可
成
相
興
求
ゐ
。

〗

而
し 

て
賠
償
率
0

斯
く
：の
如<

龙
^

不
同
：な.
る
を
見
れ
ば̂
.

遨
が
決
定»_
|,
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定
办
確
乘
た.
务
勝
則̂

忠
つ
年
金
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形11

に
於
け
る
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^
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時
の
金
形
鶴
に
於
け
る
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す
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バ0

鮝

が

抆

失

に

對
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る
賠«

の
、原
則
は
、

〔

：
賠
償
を
受
領
蒸
權
利
ぁ.
右
被
扶
養
者
の
範
圍
；を
決
定
す
る
,

W
ミ
及
び 

致
命
的
傷
害S

合
S

給
せ
&

る
、_

患

上
.

I

に
分
配
す
る
こ〗

が

に
關
し
て_
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層
其
適
用
が
不
完
全 

で.
ぁ
る
，
死
亡.
者
0..
年
齡
を
考
臌
ぜ
，
1

欠
間.
#
m

傷
#

柄
f

せ
ざ
り
し
ビ
す
れ
ば
繼f

ベ
f

し
勞
働
电
限 

を
考
臌
仗
1

0

み

な

暴r

多

數

の

：：

法

律

，
偽

於

て

：
賠

償

機

翁

_

#

s

部
又
2

 

有
せ
ざ
る
に
因
っ
て
經
濟
的
に
獨
立
せ
ざ
る
こ
气
3

老

荽

は
i

的
精
神
的
#
患
の
爲
に
勞
樂
能
な
る
こ 

I

I

す
る
こ
t

條
件
ど
し
て
々̂
0,

被

扶

養

者

裏

婦
|

3

死

惠

に

經
I
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證
す
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然
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把

得

る

'
に
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濟
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從
屬
せ
る
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ご
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；立
：證
す
る
か
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又
は
其
年
®

Pよ
..C
V

て
推
定
せ
ら
る
、
時
に
艮
ら 

^
な

而

し

で
®

る
年
&

の
希
限
は. 
'子
女
が
肉
體
的
文
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神
的
挺
患
に
罹
レ
收
久
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を
有
1
せ
ざ
る.
に

，

ざ
：
ル 

ば
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五

：歲7&.
至

土

十1.
歲(

普
通
：に
樣
十
六
歲̂

至
十
八
：歲̂

以
^

、

族)

ぼ
經
濟
掷
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從
屬
せ
；

f
y
v

於
立
®

せ
在
れ
^

:

る̂
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み̂

^

-

聪

偾0
配

赋
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ニ

難

の

異

る

方

，
法
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：
よ
り
て
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は
：
れ
：
る
—
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ち

#
被

扶

養
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；：

突
給(

せ
'
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；
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り
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す
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處
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賦

繁

決

定

：す
る
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‘
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賠
償
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暴
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狀
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$
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れ
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法..
：に.
よ
れ
*

死
£

者

：の

部

收

の

細
'«
»

命
 

れ
：
II
?

償
の
配
賦
は
法
定
の.»
高
限
度
に
達
す
る
迄
姊
定.0
優
先
順
序
に
よ
っ
て
行
は
れ
る
リ
或
國
に
於
て
は
被
扶 

養
者
奶
章
に
拘
ら
す
賭
僚
の
蚤
顧
が
配
管
ら
れ
、
又
哉
國
に
於
、て
は
賠
償
の
全

額
.：

が
配
賦
し
盡
さ
れ
ざ
る
場
合
に 

於
て
も
各
被
扶
養
者
位
法
定
の*

賦
额
を
，受
領
す
る.
に
止
'
る'
':
:
°

夫

故

に

業

務

傷

害

の

場

合

.に

夢

、
て
.蒙

り

^

る

經

濟

的

損

失

を

賠

償

す

る

m

m

m

到

底

完

全

に

適

明

せ

ら

れ

て

ゐ

な
 

■い
S

結

論

し

得

る

，

先

づ

第

_

に

損

失

の

評

價

は

被

' «

者

の

年

«

及

：び

勞

働

年

限

を

考

慮

し

な

い

0

從

っ

て

眞

實

の
 

拟

诛

は

推

定

せ

ら

れ

な

い

。

次

に

傭

生

.に

課

せ

ら

る

〜

：■

政

的

負

擔

を

輕

減

ぜ

ん

が

爲

に

®

銀

及

び

賠

償

の

.
最

高

限
 

度

}̂

定

む

る
,」

マ」

は

ジ

多

數

，
の

場

合

に

於

て

拟

決

に

»

す

る

賠

償

の

比

例

を

破

墩

す

る
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最

後

に

致

命

的

傷

害

の

場
 

合

；4

於

.て

經

濟

的

從

娲

の

糲

念
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ゥ

賠

償

を

し

て

部

亡

者

^

喪

丧

せ

る

爲

に

惹

海

さ

れ

た

る

眞

の

损

失

纪

從

つ
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遞

せ

す

、

家

族

親

族

の

數

、

年

離

及

び

所

要

に

應

じ

て

樹

減

せ

し

む

る

こ

ど

、

な

る

。
.
/

經
濟
的
損
失.
を
賠
«
す
名
拟
則
は
ヵ

ナダ
の
或
州
に
於
て
は
完
全
に
放
棄
せ
ら
れ
た
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賠
償
は
死
亡
者
の
收
入
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よ
り
て
計
算
せ
ら
れ
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肤
養
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は
法
定
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劃
手
標
堆
k

ょ
る
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金
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給
^

ら
れ
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而
し
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恐
&

ィ
最
低
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費
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撤
し
て
決
定
せ̂
れ
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の
で
ぁ
ら
ぅ
。
，
 

i
r

疾
病
保
險
給
付

疾
病
は
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數
の
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合
に
於
て
直
接
且
.
つ
完
全
に
業
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起
：因
す
.̂

も
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で
は
な
い
。
故
に
之'に
對
し
て
傭
虫
の
負
擔. 

f
於
て
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濟
的
掼
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に
對
す
る
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賠
値
を
必
然
的

S
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求
す
る
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務
事
故
の
原
則*
逾
用
ず
る
:3
ビ
は
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來
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や
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^

^
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て
永
久
又
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サ
時
 
> 
全
部
又
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藤
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七
A@

做
嗜

保

險

の

俯

付

に

就

て

V..
.

第

六

雄

六一 “



_

ニ
十一

卷

.(

变

®

社
裒
臉.
の
給
付11

澉
て 

:

第
j

ハ
'

的
S

働
不
能
：の
經
S

結
果
に
對
し
5

保
險
者
又
は_

族
を
保
障
I

靠

る

グ

此
s

 
f

去
律
I

通

劃
.I:

給
付
：
.：
.

 

:

V

收
入
の
如
何
に
拘
妻
？ 
Q

f
 
I

に
法
定
の.
劃
一
給
付
を
與
ふ
る
法

S

中
に
、
大
ブ
リ
ク
ン
及
び
ァ
ィ 

A

ラ
ン
ド
Q
1

客
ま
れ
る
。
然
し
標

s

f

に
f

 
T

f

，

I

每週
：：

ダ
、
女
子
毎
週
5

シ
リ.

ン
グ
ど
決
定
し
て
ゐ
る

':
°

:
 
•

'

,

 ̂

V 

• 

■ 

- 

• 
, 

• 

.
1 

.

'
，■
他
厕
の
强
制
疾
病I

法
裳
保
險
者
の.
收
入
又
播
銀
に
.
S

i

4

f

與.
へ
て
？

，
給2

收
入
の 

1
商
分
む
等
し
ぐ
フ
夫
故
七
瀹
付
似
損
失
0
:—
部
分
に
等
し
い

;'
|

?

過
ぎ
な
い
。：.

:

;

.

•
給
付
篇
際
の
收
入
I

?

す
る
か
又
M
特
定
の
賃
銀
等
靡
S

す
る
者
の
平
均
賃

■

等

し

i

妻

銀
を 

基
礎
^
す
る
こ
ど
が
出
一
來.
る
い
。

り

；.
-
;
.

 

.

■

法
淀
給
付
は
被
保
險
者S

妻

銀
.
の
？

せ
る
割
合I

澤

、.

I

s

者
I

規
の
收
入
の
或
割
合
を
示 

f

Q

i

る
。
，疾
病
S

れ

る

寶

，給

付
£

i

給
し
得
る
基
本
賃
鋇
の
割
合
は
國
に
ょI

可
成
不
？

あ 

-
ノ
且1

1
.

S

S

T;

に
於
で
も
場
合
にI

て
不
同
で
あ
る
，
,

多

i

今

想

f

れ
I

O

パi

セ
シ.
 

4

乃
I

A

O

パ
I

セ
：
ン
ト
を
上
下
す
る0

.

.

疾
病
瀚
寥
形
態
l
i

給

彥

ま

*

■

舞

篇

塞

1

.

」

藤

繁

衝

の
多
少
を
刺
斷
す
る
こ

S

は
可
成
困
灘
な
：^

ぢ
で
：あ
ら
ぅ
。第

： .

一-

ね
基
本
賃
龈
其
物
於
可
成
棍
^

^

ゐ
r

t

®

あ
^
 

字
纖
に
よ
&

て
得
ら
れ
，
而
し
て：

各
種
の
制
度
に
於
て
最
低
及
び
最
高
等
級
の
，法
定
給
：付
は
極
め
•て
不
同
の
率
に
於 

て
決
定
せ
ら
れ
る
。
加
之
、
法
定
給
付
は
疾
病
保
險
受
給
者
に
對
す
る
附
加
補
給
金
を
以
^

增
»

す
る
こ
€
が
出
來

る
の
で
あ
る
0

... 

- 

!

r 

.

.

. 

.

.

.

.

. 

ノ
 

i

:

ノ
疾
病
：給
付
の
形
態
に
於_

て
支
給
せ
ら
る
、
基
本

«

銀
の.

步
合
は
、
同
一
制
度
の
下
に
於
て
は
如
何
な
る
場
合
に
も 

必
ず
均

1

匕
は
定
ま
ら
な
い
.。
不
能
が

#

定

Q

期
間
以
上
に
及
ぶ
場
合
に
i f

加
せ
ら
る
、
こ
ざ
も
あ
る
，
加
之
、
給 

付
は
被
保
險
勞
働
者
が
扶
養

*

,
べ

ー

弟

家

族

を

有

す

る

や

否

に

ょ

り

て

1

步
合
を
異
に

‘
す

.

る：

こ

.̂

も
あ

$

、

最

灸

に

.
賃
 

銀
率
の
：增
加
す
る
に
從
つ
て
遞
減
す
る
步
合
を
以
て
、
法
定
給
付
を
支
給
す
る
こ
ど
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
o 

給

,#
:
支

給

期

問

 

. 

_  

ノ

”

疾
病
給
付
は
受
給
者
が
就
業
不
能
な
々
期
間
支
給
せ
ら
れ

.

る
f

低
法
#

を
以
て
^

め
た
る
最
長
« '

限
を
超
ゅ
る
«

 

間
に
對
し
て
は
給
- #

を
受
領
す
る
こ
.？
が
出
來
な
い

。
而
b

て

斯

る

最

長

期

限

は

：
繼

_

的

に

:^

は
非
繼
續
的
に
一
六 

a

乃
至
五
〇
爾
に.

百一

つ
て
ゐ
る
。

保
撥
：機
掘
が
涘
病
給
付
を
支
給
す
る.
こ
：€
が
祀
來
る
期
間
の_

顧
は-

十
制
鹰
が
他
?)
制

度

；忙

比

較

し

.
て

價

値

あ 

ゐ

こ.
S

を
示
す
も
の
で
は
な
い
0
峙
に
短
期
高
率
の
給
付
を
支
給
す
る
も
の
が
長
期
低
率
の
給
付
を
支
給
す
る
ょ
 々

fM

好
4
る
秘
果
を
得
る
.5J.
が
■あ

-̂
。；
此
外
顧
劣
の.
此
較
一
を
翁
然

-
1
な

:-
&

む̂

J
他

の
ハプ
層

重«

«る-
理

曲

が

あ
 

る
"

之

は:]
|(
]ち
肉

體

上
.
の
：
事

故

に

，
對

す

：：
る

他

：
の

保

險

部

門

を

思

て

完

備

せ

：
ら

れ

：
ゐ

.
る

や

否

續

ね

ょ
&
て

涘

病

保

險
0

:

猫

二

十

一

卷

(

七
八
五

)

社
會
保
臉
の
給
讨

II

就
て
 

笫

六

號.
六
}T.r



S

十
5
 

(

七
八
六)

社
真

臉

の

奪
！；！

就

て

：

 

.
 

第
，

i

六
.四 

'5
:

、
不
具
廢
疾
，
老
衰
，
死
窗
保
險
及
び
無
醵
出
年
金
の
給
付

 

.

.

木

具

癡

瘐
-
‘老

衰

芨

戏

死
^

0

«

敌
0

蠢

：
：は

：
、
被

保

,

者
及
：び
其
家
族

£

_

の
^

の
®

値
を
有
す
る
規
則
的
給
付
を

■

な

I

め

裏

f

飴
I

最
4

常.
|

形
態
«

年
金
め
形
f

 
I

や

3
 

で

あ

'る
.

P.. 

..... 

,

•:

. 

i 

: 

i
. 

.

.

.

. 

.
1
.
.
.
.
.
i 

.. 

.■'

.
 
i:

.

. •
 

r
 
.
.

. 

-

^

金

.
は

國

家

の
公
難
よ

6

&

く
る
力

0

無
#

出
：年
金)

、
又
似

‘« ,

艰
儉
者
自

#

又
は
彼
等
&

爲
に
傭
主
又
^

國
象
の 

支
—

ひ
た
る
醵
出
よ
り
設
ぐ
名.
こ
ど
が
出
來
る
。

今
金
の
录
は
被
保
禦
又
は
其
被
肤
養
者
が
生
活
^
缺
ぐ
嫁
か
^
霞

*
低
蜃
蚤
興
ふ
る
や
う
に
建
せ
ら

れ「

る
力
■

或
は
被
保
馨
自
身
又
偉
彼
等0
費

爲

さ

れ

；た
る
貯
蕾
努
力
着
重
^
允

ネ
上
，
即

名

疆
：
.
の_

歧
、

.

保
險
ヵ
入
#

招

の

囘

數

及

び

量

额

幷
I
に

•
收
入
の
量
額
を
考
慮
し
た
：る
上
，
损
失
の

I.

部
分
を
恢
復
す
る
卜
う 

U

決
定(

せ
ら
れ

る
？ 

：
' 

■

…

,

丨
以
下
、
' 數
國
に
於
げ
I

制
保
險
法
及
び
無
醵
出
年
金

n
よ
か
て
'設
I

れ
だ
る

木
具
發
f

遺
族
I

I

s

加
.'へ
I

、

耍

證

就
I

f

 

露

し

.

y 

: 

: 

:

 

,,
 

f

:

不
具
き

#

•

#
:

'
 

へ
：7

)  

. 

i

.

.

 

>

 

•

 

;

 

•

 

■ 

< 

> 

•

 
•

 

• 

■

 

,

.

.

年
金
を
以
て
生
活®

最
低
限
度
を
保
障
し
、
之
に
對
しT

被
保
險
者
■

出

せ

、f

制

度

は

、
ォ

I
ス

トラ
リ
ア
、

テ
ン.
マ
ル
タ"

 ̂

^
 
 ̂

X

&

, 
0

0

0

0

0

»

0

M

0
s

^

各
個
の
%
合
に
於
て
4
金
'率
は
受
給
者
の
有
す
る
總.て.
の
資
：カ5 ?

考
慮.
じ
，た
る^
^
決
觉
^

^

1
.

る
0_ 
,...

，

他

の

强

制

保

險

法

は

損

失

I

部

恢

復

の

原

則

に

基

气

成

は

.被

保

險
者

に

又

は
被

.保

臉

者

.の

爲

に

行

は

れ

1
^
1

藉
の
费
力
I

付

ビ

例

を

保
E

む
る
塵
に.
f

 
P制
定
f

 
?

前
者
は
收
ス
を
一
層® 

要
視
し
、.

後
者
は
醵
出
の
囘
數
及
び
蹵
额
を
重
喪
視
す
る
の
で
ぁ
：る
。
ニ
三
0
國.
に
赞
て
は
年
金.
は
8
て
の
戏
保
嗲 

.

者
に
0

1.

な
る
商
分
S

醜
出
の
價
値
に
應
じ
て
不
同
な
る
部
分
ど
よ
う
成
.つ
て
ゐ

る
0
又
年
金
は
同
様
に
一
一
部
よ

P 

成
る
もj

葙
は
耽
^
Q
»

銀

等

級

：
に
®

す
る
總
て
の
被
保;it
考
に
對
し
て
劃

一

で
ぁ
&
»

他

の

1
部
は_

出
の
1?
镇

に
應
じ
て
不
同
な
る.
も
の
I

I

る
。
M

し
て
最
後
に
扶
養S

き
家
族
#

す
る
者
に
對
し
て
年
金
の
附
加
を
な
し 

; :

て
^

る
數
國
の
法
雜
が
ぁ
る
。

:

”

養
老
年
金) 

：

_

は
法i

：

上
特
定
の
年®

に
於
て
發
生
す
るS

定
f

れ
た
る
永
久
不
能
で
I

I

做
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
，
 

し
て
其
年
齡
は
國
に
よ

b

て
不
同
で
ぁ
り
五
〇
歲
乃
缉
七
〇
歲

1?

ぁ
る
。

年
金
S

醵
出
制
度
にf

て
設
け
ら
れf

場
合
に
於
て
は
、
：
年
金’は
最
低
生
活
費
用
及S,

受
給
者
の
資
力
こ 

應
じ
t

®

®
せ
ら
れ
る
。

一
般
に
法
律
は
年
金
の
最
高
麗
を
规
定
.
し
、
而
し
て
其
率
は
各
個
の
場
合
當
事
者
の
資 

力
を
調
査
し
た
る
後
當
局
奢0
裁
定
に
任
せ
て
ゐ
る
。
無

®.
出
年
金
制
度
は
ォ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
デ
ン
マ
ル
タ
、
フ 

ラ
ン
ス
大
フ
タ
タ
シ
、
ア
ィ
ル
ラ
ン
ド
、
，二
ユ
！

ジ

1

フ
：ン
’
ド
、
ノ
ル
ゥ
工

1
等
に
行
ば
れ
て
ゐ
る
。

:

:

醵
出
制
度
を
採
用
せ
，る
國
に
於
て
年
金
率
の
？
な

る

I

が
t

、
年
金
I

得
率
、
蕾

の
I

f

 
I

、

保
險
如
ス
又
は
就
業
繼
續0
期
間
を
囊
要
る
も
の
が
ぁ
る
。
：而
し
て
是
等
の
囊
の
何
t

重
要
^

國
に

よ

^

又
保
險
の
秫
類

に

よ

り

て

ニ

致

し

て

ゐ

な

い

。

■
挈
國
に
於
て
は
年
余
は
ニ
部
よ
り
成
う
、

一
部
は
劃

j

でf

他0
:1

部
は
醵
出
のS

に
：：

よ.os

て
不
？

ぁ

#

ニ

十I
#

(

七.
八七

：}

社
#

保
險
の給
付
U

就
て 

4
 J

六
五



部
ニ
十一

卷

(

七
八
八)

社
脅
保
瞼
の
給#11

就
て 

第

六

友

六

山

V

る.
o.
:又

桐
じ
く
ー
一
部

f

成
る
气
雨
者
共
：不
间

.
で
：I

，I

部
は
被
悔
險
者:®
M
す
右
實
銀
等
級
に
よ.CV

て
與
分
、 

他
の
一
部
は
醵
出
の
價
値
にi:
ふ
て
興
る
も
の
も
あ
る

。
'

'

ぃ

又
年
金
は
國
庫
の
捕
助
金
を
似
て
增
加す
る
こ

^

も
あ
る
。
而

.

し
て
之
‘

は
年

金
は
對
す
名

.

補
助
金
ど
し
て
谷
個

二 

劃
：

1

額
た
る
こ
ど
あ
く
：
被
保
險
者
の
_

出
又
は
資
力
に
よ
り
て
不
同
な
筆

5

も
：あ
\

1

特
定
0

厳
S

K

度
i

達

せ.
ざ

る
年
金
を
规
窀
服
度
に
達
せ
し
む
る
目
的
を
以
て
補
助
金

'
を
交
付
す
る
'
國
も
參
る
ク.
最
後
：

U

■扶
養
め
義
務
を
有 

«

る
潘
に：

附
加
年
金
を
皮
給
ず
.
る
國
も
：め
る。

.

.

ン

，：

!

,

遺
族
保
險
.0

給

付

ノ

:
.
:
:

-
象
避.
の
死
^
し
淤
る
場
合
に
於
^
芯
遺
族
保
險
は
不
具
癒
疾
做
險
及
び
養
老
保
險
^
比

じ

て

未

だ

十

分

な

る

發

' 1

を
遂
览
て
ゐ
な
い
。 

’
：」

：

：

：

；•，

I
f
遺
族
保
險
法
は
ニ
碑
金
又
储
年
金
の
形
態
を
以
て
給
#
を
支
給
す
る

。

潑

族

ノ

就

中

寡

婦

及

び

孤

兒

に

對
す 

ス
年
金
は
、
明
に
死
亡0
琪
故
を
保
險
す
る
に
最
も
適
當
な
る
給
付
の
形
態
で
あ
る
。

故

に

煨

多

ぐ

諸

剷

の

法

栉

一

》 

猓
用
せ
‘ら
れ
て
ゐ
る
。

遺
：族
年
金
は.
死
亡
者
が
受
如
せ
し̂

は
受
領
す
る
猶
利t

し

不

具

廢

疾

：年

金

又

は

養
老
年
金
を
3E
礎
H

 

死

亡

者I

に
よ
i

は
彼
の
爲
に
：爲
さ
れ
た
るf

 
I

數
及
び_

s

f

す
る
こ
€

出

來

る

。
前

の

'
場 

合
に
於
て
死
亡.
者
の
不
具
療
疾
年
金
又
は
，養
老
年
金
の
配
赋
分
の
遺
族
に
支
給
せ
ら
る
、
部
分
は
國
に
よ
り

t

、
る 

f

あ
る
か
蒸
婦
に
對
し
て
はl
j.Q
パ.
丨
セ

' 

ン
ト
乃
至1
£
パ
i

ン
卜
、
孤•
§
對
し
て
はf

〇
パ

I

セ
ン
’ 

h

丨
乃

,

無
難
出
‘年

金

制

度

ほ

屢

家

接

の

.死

£

背
る.
場
合
：
.
に
於.
て#

婦

及

：び
|

に#

金
会
設
け
そ
：ゐ

「

る
？
而 

は
孤
ん
の
*
及
び®:
«

の
資
逄
に
#
じ
て
不
同
で
あ
る
が，

死
ム」

者
の
收
^

?
«

全
：然
1§

爾
係
で
あ
る
。

『

_

保
險
給
付 

，

;:
:f
t
業
侮
險
の'給
付
は
:®S

饷
如
'何
に

，よ

る

。

若

し

失

.
業

保

：
險

が

：
直

：：
に

救

助

及

び

.
防
:1
1:
手
段
な
|

考
へ
ら
も
る
な 

ホ
は
；
霧
は
先
つ
第
一
に
勞
働
者
金
し
て
塵
き
就
業
せ
：し
め
又
は
患
る
だ
け
迅
速
に
就
業
せ
し
む
る
こ

I.
 

目
的W

すべきである。反
之
し
所
期
の
回
的
が
一
に
失
業
の
結
果
を
緩
和
す

る

.
に
あ
る
な
ら
ば
、
保
敬
給
ナ 

S

炎
せ
|

久
の
塡
補
幷
にI

勞

働

靈

び

蒙.
族
0
生
I

必
f

保
隙
す
る
I

M

給
2
 

I

る
、
.
で
あ
ら
ぅ
。
實
際S

F

は
法
律s

g

の
給
付
を
結
合
すI

向
が
漸
次
？

f

つ
、
あ
る
。

，

多

數

の

法

律

は

劃

」

•

付
®

を
定
む
る
代
り
に
、

#

個
人
の
事
情
を
參
酌
せ
る

#

響

不
同
：の
給
付

^

を

設
け
る
。
 

所
し
て
其
不
同
は
何
れ
も
被
保
險
者
の
欲
求
に

g

係
せ
る
嫌
々
：の
要
素
に
よ4

支
®

せ
ら
れ
：るo

欲
'
求
の
考
K

す 

ベ
き
こ
そ
は
久
業
保
險
の
诚
翁
的
領
質
よ
益
れ
ば
敢
て
奇

f

す
る
に
足
ら
な

い
。
賠
微
の
M

m

が
保
險
料
の〜

に
依
る
私
翼
險
に
見
在f

靡

も

，
個
人
の
：利
益
S

立
I

屎

下
に
於
て
は
、
容
易
に
承
認
す̂;
こ
ぞ
が
出̂

るC

..ベ給
f

計
算.
に

加

へ

意
i

素
S

赢

f

接
ず
：るI

年
離
で_

t

。
：
髮

|

年
齡
以
下
8

の
欲
求 

1

め
て
小
でs

 
o

他
：S

素
1
.

別
で
I

。
醵
出
質
女
同
率
に
定
.め
ふ
れ
：I

場

含

給
付
が
篇

に

よ

森

同

で
I

こ
J

謹

l
,

」

s

麗

2

|_

、
蕾

I

率
で
3
:

場
合
鐘
其
不
同I

易
こ
#
妈

第
：ニ
卞
5
 

(

七
八̂

黎

保

繫

馨

は

就

V
.
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殆
ん
：マ

」

巍
て
の

國

の
失
業
保

險

法
は
被
保
險
者
の
婚
姻
關
：係
にょ

&
て
給
付
を

*

に

し

て

ゐ
る
。
被

保

儉

者
の

8

 

»

印
欲
求
は
旣
«

、.

求
婚
、
抶
養
す
'
、ベ'
ぎ
^

女
の
有
無
に
ょ
ぅ
で
..
異
眷
こ
■
ミ

が

：
見

出

：
ざ
，

^
I

今

家

族

扶1

の

義̂
4!

せ
る
附
加
給
付
を
，な
す.一
ー.種
0
方
：法
'が
諸
國
の*
法
：に
：行
：は̂_

て
ゐ.
る
。
被
保
險
者0_

(

疋
式
：又
は
：內

緣

0
0 

及

び

乎

女

.に

家

族

補

給

、
を

な

す

；法

律

が

漸

次

.樹

加

せ
：；

ん
€
し

づ、
あ
；：

る
。

.

獨

立

せ

；
る
：
家

族

補

給

.
を

^

せ
ざ
^
^
も
1 

:

扶
ず
、へ
き
家
族
を
有
ず
：る
時
は
給
付
率
を
增
加
す
る
法
律
も
あ
る
。

:

明
&
な
る
必
耍
の
場
合
に
_
限
>
給
付
を
支
給
せ
ん
が
爲
，に
：

.
被
保
險
者
の.
費
カ
を
參
酌
す
べ
き
こ̂

を
法
#
に
規
定 

:■
す
.る
も
のも
あ

る

。

之
ど.
同
じ
理
'曲
ょ
り
被
保
險
者
が
業
務
を
喪
ひ
た
る
時
に
支
給
せ
&
る

、

こ
^
あ
る

ベ
き
®
® 

^
當
を»
1

し
、
解
雁
字
當
が
保
障
す
，
る

？

考
K

ら
-

る
>
期
間
’に

對

し

て

は

失

業

給

付

.を

停

北

す

ベ

0

,
」

ミ

を

定

：
め 

た
る
沒
科
も
あ
る
次
に

一
國

內

に

於

て

も

地

方

に

ょ

ぅ

.て

相

與

す

る

4 :

活
费
を
給
#

計
算..の
要
素
^
加

へ.

て
.ゐ
る 

法
雜
も
あ
る

。

.

&
後
に
被
保
險
溃
が
失
業
す
る

以
前
ー
に
通
常
受
領
せ
る
賃
銀
率
は
：
■

其
受
領
す
る
給
付
巖
如
.に
一 

'

一
の
方
法
に
於
て̂

 

t

す
る
。
或
國
の
法
_

に
於
て
は
高

«

- 0

賃
銀
を
受
け
た
る
，者
は

.

高
率
の
.給
付
を
受
領
す
る
權
利

を

有
す
べ
き

V

の 

ど
做
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
之
が
爲
に
給
付
が
自
働
的
に
賃
銀
に
一
致
す
る
制
度
を
樹
立
し
た
。
然
し
乍
ら
他
の
方
'ぶ 

に
於
て

I

s

給
付

_

を
中
和
す
る
作
用

S

し
て
ゐ
る
。■

勿
論
失
業

.

の
一
時
的
性
質
に

i

給

付

審

被

保

險 

者
が
怠
惰
に
流
る
、
こ
ど
を
獎
勵
せ
ざ
る
に
足
る
だ
け
低
率
に
し
て
、
然
も
自
舟
幷
に
家
族
の
生
活
必
要
品
を
得
せ 

し
む
：る
に
足
る
だ
け
高
率
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
多
數
の
法
摊
ほ
給
付
の

.

最
高
限
度
：を
定
め
て
ゐ
る
0 

0
i
ジ
失
業
給
利

I

皮

は1

足

の

如

限

內

に

於

で

：
：
給

付

を

，
受

傾

：

U

得
る

：：： T：

數

：を

袖
.

常

嚴
®

に

制

限

し

て

ゐ

：：

る

：
.

タ

啦

■

 ̂
i 

 ̂
^

 
{

麽

濟

上

0

泔

據

よ

多

承

認

せ

ら

'れ
る

。

名

し

■此

制

限

.は

純

棘

'

 

の
.失

業

者

.ビ

拟

髖

的

ヌ

は

.精

神

；
 

供

理

由

に

よ

る

失

業

者

S

を

區

別

せ

し

め

、

後

者

を

失

業

保

險
よ

办

或

る

他

の

.
社

會

傲

險
の

部

旧

に

移

し

#

る

，

)

も
亦
®
要
で
あ
る
。
給
利
繼
«
期
限
は
强
側
保
險
法
に
あ.cv

て
最
少.
一

ニ

週

よ

ヶ

最

大

ニ

六

遇

、

任

意

保

險

法

.に

あ

ぅ
て
は
最
少
六
〇

H:
よ
^V

最
大
'四-
ヶ
月
に
至
る
長
短
が
あ
る
。
然
し
殆
ん

.
ざ
何
れ
の
-
國
に
於
て
も
失
寒
の
^
機に
方

P

て

は

ー

翁

导

段

が

片

ひ

.

ら
れ
、
正
常
の
給
付
期
限
が
延
長
せ
ら
れ

.

る
：こ

.

ミ
を
附
言
じ
な
く
て

.
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な
ら
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？
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